
日
本
の
地
に
立
っ
て

異
国

守
屋
留
学
生
交
流
協
会

　奨
学
生
の
記

◆
は
じ
め
に
◆

　
「
あ
な
た
は
何
民
族
で
す
か
？
」
幼
い
頃
か
ら
当
た
り

前
の
よ
う
に
、
こ
う
質
問
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の

は
、
私
が
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
人

だ
か
ら
で
す
。
清
朝
半
ば
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
絶

え
ず
移
住
し
続
け
て
き
た
結
果
、
20
世
紀
の
内
モ
ン
ゴ
ル

で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
す
で
に
少
数
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
少
年
時
代
、
ま
わ
り
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ほ
か

に
漢
人
、
満
洲
人
、
朝
鮮
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が

居
住
し
て
お
り
、
お
互
い
に
何
民
族
で
あ
る
か
を
問
う
の

は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
し
た
。
学
校
に
進
学
す
る
時
や
何

か
を
申
請
す
る
時
な
ど
、
登
録
あ
る
い
は
提
出
す
る
書
類

に
は
必
ず
「
民
族
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
族
意
識
の
高
揚
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
よ
り
ま
す
が
、

内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
こ
う
し
た
社
会
状
況
の
な
か
で
、
人
々

は
自
然
に
「
民
族
」
と
い
う
意
識
を
強
く
も
つ
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

　

近
現
代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
・
社
会
・
経
済
・
文
化

な
ど
に
お
い
て
日
本
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
小
学
校
5
年
生
の
時
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
学
・
民
俗
を

研
究
し
て
い
る
父
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学

に
入
っ
た
時
か
ら
、
私
は
日
本
語
を
独
学
で
学
び
は
じ
め
、

大
学
で
も
第
一
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
選
択
し
ま
し
た
。

北
京
大
学
で
は
、「
文
化
熱
（
文
化
ブ
ー
ム
）」「
反
精
神

汚
染
運
動
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
精
神
汚
染
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）」「
天
安
門
事
件
」
と
い
う
激
動
の
時
代
を
経
験
し
ま

し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
私
は
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
芸
術
学
院
の
講

師
と
し
て
、「
近
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
・
芸
術
・
文
化

思
想
」
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
ま
し
た
。
講
義
の
か
た
わ

ら
、モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
『
ゲ
セ
ル
』『
ジ
ャ
ン
ガ
ル
』

な
ど
を
素
材
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
・
宗
教
・
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究
を
進
め

る
な
か
で
、
１
９
３
０
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
終

結
ま
で
の
歴
史
を
、
日
本
人
と
内
モ
ン
ゴ
ル
人
が
互
い
に

「
共
有
」
し
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
を
め

ぐ
る
北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

き
っ
と
新
た
な
成
果
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
と
信
じ
て
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
制
約
が
な
く
、
か
つ
研
究
の
蓄
積
の
あ

る
日
本
に
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

◆
日
本
で
の
研
究
生
活
◆

　

私
は
１
９
９
８
年
４
月
に
来
日
し
、
翌
１
９
９
９
年
に

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
院
で

は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
枠
組
み
か
ら
、
近
現
代
モ
ン
ゴ
ル
の

民
族
自
決
・
自
立
運
動
と
中
国
、
日
本
、
ロ
シ
ア
の
対
応

に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
、「
中
国
国
民
党
・
共
産
党
の
対

モ
ン
ゴ
ル
政
策
―
―
民
族
主
義
運
動
と
国
家
建
設
と
の
相

消
え
ゆ
く
歴
史
を
追
い
、

�

未
来
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
糸
口
を
探
る

ボ
ル
ジ
ギ
ン
・
フ
ス
レ

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
生
活
機
構
研
究
科　

教
授

公
益
財
団
法
人　

守
屋
留
学
生
交
流
協
会　

第
18
回
奨
学
生

◆略歴◆

1989年　北京大学哲学部卒業
1998年　日本へ留学
1999年　�東京外国語大学大学院地域文化�

研究科博士前期課程進学
2001年　�東京外国語大学大学院地域文化�

研究科博士前期課程修了 修士(学術)
2006年　同研究科博士後期課程修了  博士(学術)
2008年　�東京大学大学院総合文化研究科・日本�

学術振興会外国人特別研究員
2012年　ケンブリッジ大学招聘研究者
2013年　昭和女子大学人間文化学部准教授
2016年　昭和女子大学人間文化学部教授
2021年　昭和女子大学大学院生活機構研究科教授

北朝鮮

韓国
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日本海

0 500km
中　国
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（上海）

日本

ペキン
（北京）
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長江

黄海

ロシア

黄河

フフホト（フホホト）
（呼和浩特）

オルドゲルティーン・ゴビーン・ヘレム遺跡

ノモンハン・ブルド・オボー

※ノモンハン・ブルド・オボー：境界線を示す
　オボー（堆石）の一つ。
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克
」
を
テ
ー
マ
に
、
修
士
論
文
、
博
士
論
文
を
執
筆
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
１
９
９
９
～
２
０
０
１
年
に
は
、
守
屋

留
学
生
交
流
協
会
の
奨
学
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、

２
か
月
に
一
度
、
奨
学
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
奨
学
金

が
交
付
さ
れ
る
日
は
、
私
は
い
つ
も
昼
に
は
神
保
町
の
古

本
屋
を
ま
わ
り
、
好
き
な
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
の
歴
史
と
文
化
、
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
皇
居
ま
で
散

策
し
、
体
も
心
も
癒
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
夕
方
に
な
る

と
、
帝
国
書
院
を
訪
れ
、
奨
学
金
の
交
付
会
に
参
加
し
た

こ
と
を
、
今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

◆
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
見
直
す
◆

　

歴
史
認
識
や
資
源
の
利
用
、
領
土
問
題
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
、
東
ア
ジ
ア
に
限
ら
ず
、
世
界
中
で
、
国
家
、
地
域
間

の
対
立
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
視
点
さ
え
変
え
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
か
ら
、
国
際
政
治
の
力
関
係
の
原
点

や
対
立
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

博
士
号
を
取
得
し
た
後
、
私
は
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
、
日

本
、
ロ
シ
ア
の
近
現
代
史
の
接
点
と
な
る
諸
問
題
の
探
求

を
課
題
と
し
て
き
ま
し
た
。
主
に
、
モ
ン
ゴ
ル
を
め
ぐ
る

国
際
関
係
、
１
９
３
９
年
の
ハ
ル
ハ
河
・
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦

争
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
）、
第
二
次
世
界
大
戦
の
ア
ジ
ア

で
の
終
結
と
日
本
人
の
シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
抑
留

に
焦
点
を
当
て
、
歴
史
資
料
の
発
掘
と
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
長
城
」
や
「
匈

奴
帝
国
の
単ぜ
ん

于う

庭て
い

、
龍
城
」
と
い
っ
た
国
際
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
と

モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
を
拠
点
に
、
ロ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
、
台

湾
な
ど
の
国
や
地
域
ま
で
足
を
運
び
、
興
味
深
い
歴
史
記

録
、
遺
跡
な
ど
を
新
た
に
発
見
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
話
を
伺
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
し
な
け
れ
ば
と
思

い
、
意
見
交
換
の
意
味
も
こ
め
て
、
30
回
を
超
え
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し
、
各
国
の
研
究

者
を
招
き
ま
し
た
。
国
際
会
議
の
論
文
集
を
ふ
く
め
、
編

著
書
を
20
冊
余
り
出
版
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
追
い
つ

き
ま
せ
ん
。
学
問
に
は
終
わ
り
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
学
問
に
対
す
る
関
心
を
若
い
世
代
に
喚
起
す

る
た
め
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
組
織
し
、

多
く
の
大
学
院
生
や
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
き
ま
し

た
。
指
導
し
た
学
生
た
ち
が
課
題
を
や
り
遂
げ
、
達
成
感

を
得
て
い
る
の
を
国
際
交
流
の
場
で
見
る
の
は
、
本
当
に

う
れ
し
い
も
の
で
す
。

◆
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
架
け
橋
と
し
て
◆

　

去
る
２
０
２
２
年
は
、
日
本
モ
ン
ゴ
ル
外
交
関
係
樹
立

50
周
年
で
あ
り
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
生
誕
８
６
０
周

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
監
修
者
と
し
て
、
日
本
モ
ン

ゴ
ル
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
日
本

国
国
立
公
文
書
館
と
モ
ン
ゴ
ル
国
公
文
書
管
理
庁
共
催
展

示
会
「
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
―
―
綴
ら
れ
た
交
流
の
あ
ゆ
み

―
―
」
＊
に
携
り
ま
し
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
（
公
文
書
）
は

歴
史
の
記
録
で
あ
り
、
人
類
の
知
的
財
産
で
す
。
長
い
歴

史
の
間
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
は
、
複
雑
で
密
接
な
関
係
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
国
立
公
文
書
館
と
モ
ン
ゴ
ル

国
公
文
書
管
理
庁
の
職
員
は
、
２
年
以
上
も
前
か
ら
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
、
準
備
を
重
ね
、
２
０
２
２
年

2
月
24
日
、
す
な
わ
ち
日
本
モ
ン
ゴ
ル
外
交
関
係
樹
立
50

周
年
の
日
に
同
展
示
会
の
開
会
式
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

展
示
会
で
は
、
13
世
紀
か
ら
今
日
に
か
け
て
の
日
本
と
モ

ン
ゴ
ル
の
交
流
の
歴
史
を
、
精
選
さ
れ
た
両
国
の
ア
ー
カ

イ
ブ
で
綴
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
対
立
を
乗
り
越
え
た
日

本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
経
験
か
ら
何
が
得
ら
れ
る
か
を
考
え
る

本
展
示
会
が
、
今
日
の
国
家
、
地
域
間
の
対
立
、
そ
れ
ら

を
め
ぐ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
の
問
題
の
解
決
に
お
い

て
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
、
ま
た
、
将
来
、

世
界
各
国
、
各
民
族
の
友
好
と
平
和
の
構
築
に
大
い
に
寄

与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
を
は
じ
め
、
東
ア
ジ

ア
の
国
々
が
互
い
の
歴
史
へ
の
認
識
を
深
め
、
友
好
的
な

関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の
糸
口
を
探
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊　https://www.archives.go.jp/about/activity/international/
jp_mn50/index.html（2023年５月８日閲覧）　

ハルハ河・ノモンハン戦争の調査をしている筆
者（左側）（モンゴル国ドルノド県ネメルグ草原、
2012年8月）

チンギス・ハーンの長城：オルドゲルティーン・
ゴビーン・ヘレム遺跡（モンゴル国ドルノド県
チョイバルサン郡、2021年9月）。この長城は、
遼、西夏、金の三時代にわたって作られたと
いわれており、複数の防塁などと城壁によっ
て構成されている。ここを発掘調査する。
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